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研究要旨 
左⼼疾患由来の肺⾼⾎圧症は機能分類で Group 2 とされるが、治療法が未確⽴であり、肺⾎管抵抗を伴う例
は予後不良である。近年、⼼不全、肺⾼⾎圧症治療において sGC 刺激薬が導⼊されているが、NO シグナル
に対する反応性から予後や治療反応性を評価し、治療戦略を検討する検査は確⽴していない。本研究は当院
で施⾏した Group2 PH 症例における NO 吸⼊負荷試験の反応性と予後との関連を単施設の後ろ向き研究と
して解析した。平均観察期間は 365 ⽇であった。2011 年から 2015 年に NO 吸⼊負荷試験を施⾏した 69
例の Group2 PH 患者（年齢, 61.5 ± 13.0 (SE); 男:⼥, 49:20; LVEF, 50.1 ± 20.4%）における検査後
１年以内の全死亡と⼼不全⼊院の複合エンドポイントを評価した。同時期のガイドラインに準じ、Group2 
PH の診断基準は肺動脈楔⼊圧 PAWP 15mmHg、平均肺動脈圧 20mmHg 以上とした。34 例で NO 吸⼊後
PAWP の上昇がみられた（PAWP 変化率: 3.26 ± 2.22 mmHg）。PAWP ⾮上昇群と⽐較し、上昇群では複
合エンドポイントの発⽣が⾼く(p=0.0019)、PAWP の上昇率に応じて 1 年後の BNP の改善率が不良であっ
た（R2= 0.3474, p<0.001）。多変量解析でも PAWP の上昇が予後のリスク因⼦であった（p=0.019）。 
NO 負荷検査における PAWP の上昇は Group2 PH 症例において予後の予測因⼦となる。 
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A. 研究背景と⽬的 
左⼼疾患由来の肺⾼⾎圧症は機能分類で Group 2 とされるが、治療法が未確⽴であり、肺⾎管抵抗を伴う

例は予後不良である。近年、⼼不全、肺⾼⾎圧症治療において sGC 刺激薬が導⼊されているが、NO シグナ
ルに対する反応性から予後や治療反応性を評価し、治療戦略を検討する検査は確⽴していない。 
本研究では当院で施⾏した Group2 PH 症例における NO 吸⼊負荷試験の反応性と予後との関連を解析し
た。 
 
B. 研究⽅法 
この研究は単施設の後ろ向き研究であり、平均観察期間は 365 ⽇であった。2011 年から 2015 年に NO 吸

⼊負荷試験を施⾏した 69 例の Group2 PH 患者（年齢, 61.5 ± 13.0 (SE); 男:⼥, 49:20; LVEF, 50.1 ± 
20.4%）における検査後１年以内の全死亡と⼼不全⼊院の複合エンドポイントを評価した。 
同時期のガイドラインに準じ、Group2 PH の診断基準は肺動脈楔⼊圧 PAWP 15mmHg、平均肺動脈圧 
20mmHg 以上とした。 
 
C. 研究結果 
Group2 PH 患者中、34 例で NO 吸⼊後 PAWP の上昇がみられた（ΔPAWP: 3.26 ± 2.22 mmHg）が、残

りの 35名は上昇が⾒られず、ΔPAWP: -2.11 ± 2.29 mmHg であった。PAWP ⾮上昇群と⽐較し、上昇群
では複合エンドポイントの発⽣が⾼く(p=0.0019)、PAWP の上昇率に応じて 1 年後の BNP の改善率が不良
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であった（R2= 0.3474, p<0.001）。多変量解析でも PAWP の上昇が予後のリスク因⼦であった（ハザード
⽐ 4.35、95%CI 1.27-14.83、p=0.019）。 
 
D. 考察 
Group2 PH 患者において NO 吸⼊負荷試験は忍容性を⽰していた。また、NO に対する PAWP の急性反応
は、HFpEF と HFrEF で異なっていた。 
 
E. 結論 
NO 負荷検査における PAWP の上昇は Group2 PH 症例において予後の予測因⼦となる。 
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